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法 医 学 講 座

講座担当教授：岩楯　公晴　　法医病理学
講　　　　師：福井　謙二　　DNA 分析
講　　　　師：前橋　恭子　　法中毒学
講　　　　師：柗本　紗里　　法医病理学

教育・研究概要
Ⅰ．法医病理学
１．剖検例における H‒FABP 迅速診断キットの

有用性
H‒FABP 迅速診断キットは臨床では広く用いら

れているが，法医分野ではその有用性について未だ
検討されていない。当講座剖検例72症例を対象とし，
心臓血にてH‒FABPキット（検出範囲6.2～2,000ng/
ml）と含有 H‒FABP 濃度を測定した。キット陰性
群のほうが H‒FABP 値が有意に高値であり，H‒
FABP 濃度が 5,200ng/ml を越えると偽陰性例が出
現した。

死後血では一様に H‒FABP 濃度は死因に関わら
ず高値を示し，また H‒FABP 高濃度過ぎると H‒
FABP テストが偽陰性を示す危険性があるため，死
後血において H‒FABP キットを使用してはならな
い。
２．剖検例における尿中 NT‒proBNP 測定の有

用性
NT‒proBNP は尿中に排泄されるが，法医学領域

においての有用性は確立されていない。我々は法医
解剖症例において死後採取された尿中の NT‒proB-
NP を測定し，その有用性を検討した。死後経過 72
時間以内の症例において，尿中の NT‒proBNP の
測定が急性心筋梗塞，うっ血性心不全と敗血症関連
死の診断へので有用であることを示した。

Ⅱ．DNA分析
１．DNA 分析による戦没者遺骨の身元特定
厚生労働省の戦没者遺骨返還事業として，旧ソビ

エト連邦地域，南方地域等で収集された戦没者の遺
骨の身元特定を DNA 鑑定で行った。核 DNA の
Short tandem repeat，およびミトコンドリア DNA
の Hypervariable region の SNPs を遺伝マーカーと
して使用した。
２．X 染色体 Short tandem repeat（X‒STR）の

検出と解析
血縁鑑定に有用とされる X‒STR において，新し

い Locus の検出を行った。検出された X‒STR の配

列構造を解析し，個体群での Allele（対立遺伝子）
の出現頻度を調査することで，個人識別に適応可能
であるかを統計学的数値から検討した。また検出し
た X‒STR locus を INSD（the International Nucle-
otide Sequence Databases：国際塩基配列データ
ベース）へ登録し，近接して存在する X‒STR locus
との連鎖した関係性の調査を行った。
３．Forensic DNA Phenotyping（FDP）による

身長予測
DNA から外部的に見える身体的特徴を予測する

FDP を用いて，ヒトの身長が予測できるかの検討
を行った。ヨーロッパ地域や東アジア地域において
身長と関連すると報告された SNP を解析した結果，
弱いながらも正の相関関係が確認された。FDP に
よる予測を行うには，解析する SNP 数を最小にす
ると共に，可能な限り正確な予測を行う事が必要と
される。身長に関連する領域は膨大であり，因子寄
与率や連鎖関係，更には性別や地域差を考慮した
SNP の選択が必要である。

Ⅲ．法医中毒学
１．薬毒物中毒あるいは薬毒物の摂取が考えられ

る剖検例について，試料（血液，尿，胃内容，諸臓
器など）を採取し，アルコール，医薬品（催眠薬・
精神安定薬），ドラッグ類（覚醒剤・麻薬），一酸化
炭素，青酸化合物，硫化水素，農薬などの薬毒物の
定性・定量分析をガスクロマトグラフ（GC），ガス
クロマトグラフ質量分析装置（GC‒MS），液体クロ
マトグラフィータンデム型質量分析装置（LC‒MS‒
MS）および分光光度計などを利用して行った。
２．LC‒MS‒MS を用いた薬物スクリーニングの

メソッドを構築している。対象薬物を追加し，現在
の対象薬物は約 290 種類となった。引き続き，対象
薬物の追加を検討中である。
３．フッ化水素酸の飲用が疑われた法医解剖例に

ついて GC‒MS を用いてフッ化物を分析した。法医
解剖時に採取した試料（大腿静脈血，右心血，胃内
容物，脂肪，脳，心臓，腎臓，肺，肝臓，筋肉，膵
臓，胃，脾臓）中のフッ化物イオンの定性および定
量分析を試みた。フッ化物の定量分析は標準添加法
で行った。大腿静脈血液からフッ化物が検出され，
胃内容物および胃，脾臓，膵臓などの臓器から高濃
度のフッ化物が検出された。一方，脂肪と脳からは
検出されなかった。以上の結果から，死亡者のフッ
化水素酸の飲用が明らかとなった。
４．成分不明のアルカリ性溶液の服用が疑われる

法医解剖事例の試料（血液・胃内容物）の含有成分
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を推定するために，我々は LC/QTOF‒MS 分析を
試みた。得られた質量分析データについて KMD 解
析を実施し，試料中含有成分の推定を試みた。その
結果，各試料からポリエチレングリコール（PEG）
系化合物が検出された。

Ⅳ．放射性炭素分析
１．生年推定法の確立
歯牙のエナメル質，及び象牙質の放射性炭素（14C）

レベルの分析から，個体の生年推定法を検討した。
本法を実際の検案事例で適用し，その有用性を検討
した。また，健全歯だけでなく，う蝕などの影響に
ついて検討した。

「点検・評価」
１．教育について
コース社会医学Ⅰの講義，実習，演習の他，コー

ス臨床基礎医学のユニット「創傷学」，「中毒学」の
講義を担当し，３年生のコース外国語Ⅲのユニット

「医学英語専門文献抄読Ⅰ」とコース研究室配属で
学生を受け入れた。
２．研究について
従来の研究を継続するとともに，新たなテーマに

も着手し，少しずつ成果が現れてきている。
３．実務について
第三病院の解剖室が新築され６年目となり，法医

解剖件数はさらに増加傾向にある。2015 年度より
警視庁日野警察署管内，2018 年度より多摩中央署
管内，2020 年度より町田署管内の死体検案業務も
開始する。また，2019 年度より解剖室に CT が導
入され，死後画像診断に役立てられている。その他，
厚生労働省の戦没者遺骨返還事業や，警察庁の法医
専門研究科研修（検視官育成のためのプログラム），
東京都および医師会主催の多摩地域の検案業務サ
ポート事業への協力なども行い，社会貢献の一助を
担っている。
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